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論 文 審 査 結 果 要 旨
キシランは植物細胞壁 のヘ ミセルロース画分に存在す るキシロースを構成単位 とす る多糖である。 そ
の うちキ シロースの β一1,4一結合 を主鎖 に持つ β一1,4一キシラ ンは,陸 生 の木本,草 本 に広 く分布 してい
る。3糖 以上の鎖長のキシロオリゴ糖 は,ビ フィズス菌増強作用,整 腸作用,食 物繊維 としての作用等
を有 し,食 品分野 での応用が期待 されている。本研究者の所属す る研究室では農産廃棄物 として大量 に
発生す るイネ科植物 の植物体の再利用の一環 として,そ れ らを原料 としたキ シラン加水分解物 の生産 に
注 目した。そ して,先 にズ ンらはキ シラ ン分解活性 を有す るグラム陰性細菌,Aero㎜oπαscαひ'αeW-61
株 の分離 に成功 した。本 菌 は分子量 の異 なる複数の菌体外 キ シラ ン加水分解酵素 を産生す る。それ らの
うち,キ シラナーゼ4,及 び5(xyn4,xyn5)はSDS-PAG:Eにおける分子量が100kを越 える,こ れまで
にほ とん ど例が ない高分子量キ シラナーゼである。
本研 究 において,ま ず本研究者 はXyn4,Xyn5の精製 に成功 した。 これ らの分子 量はそれぞれ120k,
140kであ り,カ ラスムギキシランを基質 と し,最 終生産物 としてキ シロ トリオース(X3)からキシロヘキ
サ オース(x6)を生産す る。本酵素 はβ一1,3一キ シランやセルロース には作用 しない。xyn4はX3-x5に対 し
トラ ンスキシロシダーゼ活性を示すの対 し,Xyn5は転移活性 を示 さなかった。Xyn4,Xyn5のN一末端 ア
ミノ酸配列及 び臭化 シアンで部分分解 し得 られた内部ペ プチ ドのN一末端 ア ミノ酸配列 を決定 した結果,
両者 は同一の配列 を有 し,Xyn4はyn5のC一末端側 が欠損 した物 である ことが示唆 された。
次 に本研究者 はXyn5の遺伝子 の クロー ン化 に成功 した。 キシ ラナーゼ5遺 伝 子(xyn5)のORFは
3885bp,1294アミノ酸か らなる タンパ ク質 をコー ドしていた。そのN一末端 には27アミノ酸 か らなる典
型的 なシグナルペプチ ドを有 していたXyn4の内部 アミノ酸 配列 はxyn5のコー ドす る タンパ ク質 中に存
在 し,Xyn4がXyn5に由来するこ とが確認 された。Xyn5のN一末端側の領域 の配列は,こ れまで に報告 さ
れてい るい くつ かの細 菌 由来の高 分子量 キシ ラナーゼの それ と30-40%の相 同性 があ った。 また,
V619TELD623とい うフ ァミリーF!10型糖加水分解 酵素 に共通 した配列 を有 していた。以上 の結果 は,
Xyn4,5の加水分解活性がN一末端領域 に存在するこ と,Xyn5のC一末端領域が,ト ランスキシロシダーゼ
活性 の調節 に関与 している ことを示唆 している。 これは酵素の構造 と機能の相関 を考 える上で非常 に興
味深 い発見であ る。 さらに本研 究 によ り,こ れまでの本研究室での成果 とあわせ,本 菌の産生す るキシ
ラナーゼ群全 ての諸性 質が明 らか にな り,遺 伝子が単離 されたこ とか ら,本 菌 にお けるキ シラン分解機
構の全 貌の解 明が可能 となった。
以上 の ように本研 究 は,.Aθro㎜oηαscαひ∫seW-61株の産生する高分子 キシラナーゼ,Xyn4,5の諸性
質 を解 明 し,キ シラナーゼ5の遺伝 子 をクロー ン化 しその構造 を明 らか に した ものであ り,審 査員一同
は,本 研究者 に博士儂 学)の学位 を授 与す るのに値す る もの と認定 した。
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